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「預貯金と投資」で
　資金計画を考えよう！
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②年間の支出の確認
基本生活費や住居費など毎月の基本生活費（食費・水道

光熱費）の支出や固定費といわれる携帯電話代などの通信
費、生命・自動車保険料など、まとめて１年間の支出を一
覧表にしてみましょう。

 �現在の資産を把握
①預貯金や株式、債券など（投資商品は時価で計算）、貯蓄
型の生命保険や個人年金保険の解約返戻金などを一覧表
にして現在の金融資産を確認してみましょう。

 �必要な資金の準備は 
３つに分ける

①いつでも使えるお金（流動性資金）
まずは、生活費などの日常的に出し入れする生活資金や

いざというときに、生活費の３か月から１年分程度はすぐ
に引き出せる資金として準備しておくことが大事です。
②短期間で確実に貯めたいお金（確実性資金）

教育資金や車購入など、今後10年以内に使う目的や時
期が決まっているお金は、元本保証や利息も確実に入る安
全性を重視します。
③増やしたいお金（収益性資金）

長期間運用できる余裕資金や積立てながら運用するお
金などは、将来のために増やすお金として、投資の方針や
マイナスになる場合があっても不安にならないリスク許容
度も含めて考えます。

 �まとめ
必要な資金を予定して準備していけば、安心してお金を

使うことができます。
もし予定が変更になっても、「いつでも使えるお金」の

中から、緊急予備資金として取り置くことも考えておきま
しょう。

お問い合わせ連絡先

コープぐんま共済部 0277-52-9680
個人相談  ２時間以内（組合員 無料、非組合員 5,000円）、コープぐんま事業所（宅配センター・店舗）
学 習 会  �30分～２時間以内（４人以上集まれば開催できます）、 

コープぐんま事業所（宅配センター・店舗）　ご希望される場所（公民館、自宅なども可）

 ��資金計画は、ライフプランの見直しから 
始まります。

今年から少額投資非課税制度（NISA）が新NISA制度と
してスタートしています。お金を貯めるだけではなく、貯
めたお金を増やしたいと投資への関心は高まっています。

預貯金や投資で資金計画を立てる場合、家族のライフイ
ベント（子供の進学・結婚・住宅取得・車購入や買い替え）、
世帯の収支の把握など、これから必要な資金を目的別に期
間を含めて計画を立て、預貯金か投資にするか目的に適し
た方法で振り分けてみることが大事です。

考えてみましょう！

 �家族のライフイベントを一覧表に
①家族全員のライフイベントを想定

今後20年先までの自分と家族の暮らしを想定して書き
出し、かかる費用も記入します。

〈記入例〉 2024年12月末日現在の満年齢

年
家族の年齢　

ライフイベント 予算
（費用）夫 妻 長女 長男

2024年 41 36 ９ ５ 長男七五三 ５万円
2025年 42 37 10 ６ 妻、車買い替え 180万円
2026年 43 38 11 ７ 長男小学校入学 ８万円
2027年 44 39 12 ８ 妻、フルタイムで働く
2028年 45 40 13 ９ 長女中学校入学 10万円
2034年 51 46 19 15 長女大学入学 81万円
2035年 52 47 20 16 長男高校入学 50万円
2043年 60 55 28 24 長男就職　夫定年、継続雇用 20万円
2044年 61 56 29 25 夫、車買い替え 250万円

※�お子さんが早生まれの場合は、６歳小学校入学・12歳中学入学・15歳高校入学・
18歳大学入学になります。

 �世帯の収支の把握
①手取り収入（可処分所得）の把握

可処分所得＝収入ー社会保険料ー税金（所得税・住民税）
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